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第３回
定例会

区
政
を
た
だ
す

区
政
を
た
だ
す

区
政
を
た
だ
す

一
般
質
問

　
①
円
安
、
物
価
高
騰
、
人
件
費

や
環
境
配
慮
へ
の
対
策
等
が
積
み

上
が
る
こ
と
を
想
定
し
た
改
定
が

必
要
で
は
。
②
権
利
床
や
賃
借
床

に
は
明
確
な
賃
借
料
の
考
え
方
が

必
要
で
は
。
③
旧
商
工
会
館
の
整

備
方
針
は
い
つ
提
示
さ
れ
る
の
か
。

　
区
　
長　
①
踏
ま
え
て
推
計
す

る
。
②
考
え
方
の
検
討
を
す
る
。

③
で
き
る
だ
け
早
く
示
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
①
幅
広
い
対
策
を
実
施
す
べ
き

で
は
。
②
人
材
不
足
対
策
と
し
て
、

仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
独

自
で
展
開
し
て
は
。
③
財
政
調
整

基
金
の
考
え
方
を
再
考
し
て
は
。

　
区
　
長　
①
対
策
が
必
要
か
検

討
す
る
。
②
単
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
改
善
は
難

し
い
。
③
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

産
業
振
興
・
商
店
街
支
援
を

　
①
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
ナ
カ

ペ
イ
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
チ
ャ

ー
ジ
は
、
区
民
だ
け
が
で
き
る
設

定
と
す
べ
き
で
は
。
②
地
域
別
産

業
活
性
化
企
画
を
実
施
し
て
は
。

③
商
店
街
の
運
営
や
代
替
わ
り
の

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
持
続
可

能
な
商
店
街
支
援
が
必
要
で
は
。

　
区
　
長　
①
意
見
を
伺
い
な
が

　
門
の
曳ひ

き

家や

が
２
カ
月
以
上
遅
れ
、

平
和
の
森
小
学
校
建
設
に
影
響
が

出
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
曳
家

の
事
業
費
約
１１
億
円
、
移
転
先
の

西
側
用
地
購
入
費
約
１４
億
円
に
、

更
に
補
正
予
算
を
組
む
報
告
が
あ

っ
た
。
用
地
購
入
費
は
補
助
金
が

出
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
既
に
支

出
し
た
２５
億
円
を
納
税
義
務
者
数

２０
万
人
で
割
る
と
、
区
民
１
人
１

万
２
千
円
以
上
の
拝
観
料
を
い
た

だ
い
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
保

存
が
必
要
な
ら
ば
、
堂
々
と
そ
の

事
実
を
報
告
し
、
寄
付
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
関
連
費
用

の
１０
分
の
１
で
も
募
る
べ
き
で
は
。

　
区
　
長　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
は
難

し
い
が
、
寄
付
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
よ

　
①
地
域
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
に
対
し
、
グ

ら
検
討
し
て
い
く
。
②
検
討
し
て

い
く
。
③
取
り
組
ん
で
い
く
。

用
途
地
域
の
特
例
許
可
を

　
住
居
専
用
地
域
や
近
隣
商
業
地

域
で
も
、
特
例
許
可
に
よ
る
建
て

替
え
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
区
　
長　
特
定
行
政
庁
が
認
め

た
も
の
に
つ
い
て
、
建
築
が
可
能

と
な
る
場
合
が
あ
る
。

新
た
な
横
断
歩
道
を
設
置
せ
よ

　
中
野
四
季
の
森
公
園
の
芝
生
エ

リ
ア
と
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
を
結
ぶ

横
断
歩
道
設
置
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

　
区
　
長　
令
和
７
年
の
夏
頃
ま

で
に
設
置
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
、
小
学
校
な
ど
に
も
認

定
制
度
を
策
定
し
、
優
先
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。
②
渋
谷
区

の
事
例
で
、
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
を

付
け
て
無
償
で
合
同
部
活
動
を
運

営
す
る
団
体
が
あ
る
。
生
徒
に
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供
す

る
同
様
の
手
法
を
検
討
し
て
は
。

　
区
　
長　
①
優
先
利
用
対
象
の

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
教
育
長　
②
他
地
区
の
状
況
等

を
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
研
究
す
る
。

域
自
治
活
動
及
び
区
政
協
力
活
動

に
対
す
る
助
成
金
」
に
つ
い
て
、

今
後
の
物
価
高
騰
の
見
込
み
も
踏

ま
え
て
再
度
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
区
　
長　
必
要
と
す
る
支
援
策

を
見
定
め
て
い
く
。

終
活
支
援
を
推
進
せ
よ

　
①
区
民
が
迷
わ
ず
終
活
に
関
す

る
情
報
を
得
ら
れ
、
相
談
が
可
能

な
窓
口
を
新
庁
舎
内
に
開
設
す
べ

き
で
は
。
②
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
は
、

終
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
施
策

で
あ
る
と
考
え
る
。
関
係
機
関
が

一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
会
議
体
の
設
置
等
、
効
果
的
な

支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
区
　
長　
①
区
民
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
相
談
窓
口
の
開
設
に

向
け
て
検
討
す
る
。
②
支
援
策
の

検
討
や
連
携
を
進
め
る
。

て
も
ら
う
た
め
、
実
施
時
期
を
夏

休
み
に
し
た
り
、
広
島
に
加
え
て
、

長
崎
、
沖
縄
等
訪
問
地
を
増
や
す

こ
と
な
ど
を
、
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
区
　
長　
昨
年
度
と
今
年
度
の

実
施
状
況
や
参
加
者
の
声
、
頂
い

た
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
時
期
や

訪
問
地
等
、
実
施
状
況
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
を
伺
う

　
東
中
野
・
中
野
坂
上
周
辺
は
、

２
つ
の
飛
行
ル
ー
ト
が
接
近
し
て

お
り
、
ル
ー
ト
下
に
あ
る
住
民
か

ら
は
、
騒
音
・
振
動
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
国
の
対
応
を
待

つ
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
ル
ー
ト
下
の
騒
音
状
況
等

を
把
握
し
、
積
極
的
に
国
に
対
応

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
区
　
長　
常
設
の
測
定
器
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
飛
行
ル
ー
ト
下

に
も
測
定
地
点
を
設
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
設
置
地
点
も

含
め
、
国
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
①
中
野
通
り
に
お
け
る
下
水
管

移
設
工
事
の
完
了
予
定
時
期
は
い

つ
な
の
か
。
②
現
段
階
で
地
下
化

工
事
が
遅
れ
て
い
る
原
因
は
何
か
、

更
に
遅
れ
る
心
配
は
な
い
の
か
。

③
野
方
以
西
の
連
続
立
体
交
差
事

業
に
お
い
て
、
高
架
化
が
優
位
で

あ
る
理
由
は
何
か
。

　
区
　
長　
①
下
水
管
移
設
工
事

の
完
了
予
定
時
期
は
２
０
２
５
年

３
月
と
聞
い
て
い
る
。
②
地
下
化

工
事
の
遅
れ
は
、
用
地
取
得
の
遅

れ
が
要
因
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
、

東
京
都
が
事
業
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
国
と
調
整
を
行
う
と
聞
い
て

い
る
。
③
地
下
化
工
事
で
は
、
地

下
広
域
調
節
池
と
い
っ
た
大
規
模

な
地
下
構
造
物
と
の
近
接
工
事
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
事
業
性
に
課

題
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

管
理
不
全
空
家
及
び
特
定
空
家
の 

対
応
策
を
明
確
に
示
せ

　
①
管
理
不
全
空
家
に
つ
い
て
、

空
家
等
対
策
審
議
会
に
て
指
定
基

準
を
定
め
、
区
の
対
応
策
を
明
確

に
示
す
べ
き
で
は
。
②
特
定
空
家

の
認
定
等
を
行
う
た
め
の
専
門
家

に
よ
る
協
議
体
を
設
置
し
、
対
応

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
区
　
長　
①
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
、
基
準
の
策
定
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
②
他
自
治
体

の
例
を
参
考
に
、
検
討
を
進
め
る
。

町
会
・
自
治
会
へ
の
助
成
金
を 

再
検
討
せ
よ

　
町
会・自
治
会
に
支
給
す
る「
地

　
新
庁
舎
に
移
り
、
発
券
機
を
通

し
て
の
対
応
、
窓
口
と
執
務
ス
ペ

ー
ス
の
作
り
か
ら
、
職
員
が
区
民

の
様
子
を
見
る
機
会
は
、
確
実
に

減
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。「
対

人
支
援
の
力
」
は
、
接
遇
研
修
等

で
補
え
る
も
の
で
は
な
い
。
数
年

後
に
は
、
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
区
と
し
て
危
機
感

を
も
っ
て
い
る
の
か
。

　
区
　
長　
接
遇
研
修
等
で
基
本

的
な
知
識
・
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等

の
習
得
に
加
え
、
窓
口
の
具
体
的

な
対
応
方
法
や
手
順
等
の
整
備
を

進
め
る
。
更
に
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
活
用
等
、

実
践
的
な
経
験
を
積
む
こ
と
で
、

総
合
的
な
対
応
力
を
担
保
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
を
検
討
せ
よ

　
物
価
高
騰
が
長
引
く
中
、
低
所

得
者
層
を
対
象
と
し
た
独
自
の
支

援
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
区
　
長　
現
在
、
国
や
東
京
都

が
物
価
高
騰
対
策
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
か
検
討
し
て
い
く
。

平
和
事
業
の
拡
充
を

　
「
平
和
の
旅
」
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し

　
東
京
都
が
平
成
１５
年
に
「
東
京

都
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
た
後
、中
野
区
で
も「
中

野
区
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

た
。
東
京
都
は
、
そ
の
後
の
時
代

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
て
「
特
殊

詐
欺
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推

進
」
を
新
た
に
追
加
し
て
条
例
を

改
正
し
た
が
、
区
条
例
は
一
切
の

改
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

あ
る
。
中
野
区
に
お
い
て
も
、
既

存
の
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
で
、

安
全
安
心
の
実
効
性
を
確
保
し
な

が
ら
、
更
に
治
安
対
策
の
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、
費
用
を
か
け
ず
に
犯
罪

抑
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
を
問
う
。

　
区
　
長　
区
と
し
て
も
、
そ
の

時
々
の
犯
罪
情
勢
に
対
応
し
た
治

安
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
警
察
や

関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
区
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
他
区
の
状

況
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
警
察
、

消
防
な
ど
、
関
係
機
関
等
と
の
連

携
を
強
化
し
て
治
安
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

区
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
災
害
時
用
に
準
備
し
て
い
る
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
は
、
日
ご
ろ

か
ら
実
践
で
使
用
し
て
い
て
初
め

て
災
害
時
に
機
能
す
る
も
の
で
あ

る
。
１
年
に
一
度
は
災
害
用
ト
イ

レ
を
実
際
に
使
用
す
る
運
用
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
区
　
長　
災
害
時
に
お
い
て
、

迅
速
に
ト
イ
レ
機
能
を
確
保
す
る

に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
活

用
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
災
害
時
に
不
具
合
が
起
き
な

い
よ
う
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て

確
認
し
て
い
き
た
い
。

日
台
友
好
の
機
運
の
高
ま
り
を 

逃
さ
ず
交
流
を
促
進
せ
よ

　
①
こ
れ
ま
で
の
区
と
台
湾
の
交

流
の
履
歴
に
つ
い
て
伺
う
。
②
今

後
の
台
北
市
中
山
区
と
の
交
流
に

つ
い
て
、
区
の
方
針
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
区
　
長　
①
２
０
１
９
年
１
月

の
中
野
区
友
好
調
査
団
に
よ
る
台

湾
訪
問
を
機
に
、
台
北
市
中
山
区

と
の
友
好
交
流
都
市
関
係
締
結
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。
そ

の
後
、
台
湾
総
統
選
挙
を
控
え
て

い
た
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り

協
議
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
②
今
後
の
交
流
に
向
け
て
は
、

双
方
が
交
流
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
友
好
交
流
都
市
関
係
締
結
の

必
要
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、
交
流

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

立
憲・国
民・ネ
ッ
ト・無
所
属
議
員
団
　
杉
山
　
司

区
有
施
設
整
備
計
画
を
改
定
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団
　
加
藤
　
た
く
ま

区
民
１
人
１
万
円
の
税
金
を
使
う

旧
中
野
刑
務
所
正
門
保
存
を
問
う

公
明
党
議
員
団
　
久
保
　
り
か

西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
問
う

日
本
共
産
党
議
員
団
　
武
田
　
や
よ
い

新
庁
舎
に
お
け
る
課
題
を
問
う

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団
　
内
野
　
大
三
郎

既
存
条
例
を
改
正
し
、

安
全
安
心
の
実
効
性
を
確
保
せ
よ


